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ＥＦ３８５０Ｆ－４２Ｅ ユーザーズガイド

第一版 2001年 2月 発行

１．概要

ＥＦ３８５０Ｆ－４２Ｅは、ＥＦＰ－Ⅰ本体に装着して使用するＥＦＰ－Ⅰ本体専用パラレル

書込みユニットです。
ＥＦ３８５０Ｆ－４２Ｅを使用することにより、三菱電機製３８０００グループのフラッシュ

メモリ内蔵ＭＣＵへの書込み、読み出しができます。

また、ＥＦ３８５０Ｆ－４２Ｅには４２ピン０.８ｍｍピッチＳＳＯＰ(４２Ｐ２Ｒ－Ａ)用

ＩＣソケットを実装しています。

図１．１にＥＦ３８５０Ｆ－４２Ｅの外形図を示します。

図１．１ ＥＦ３８５０Ｆ－４２Ｅ外形図

２．ＭＣＵの挿入方法

ＭＣＵを挿入するときは、ＥＦ３８５０Ｆ－４２Ｅ上ＩＣソケットの１番ピンとＭＣＵの１番

ピンを合わせて挿入してください。誤挿入はＭＣＵに致命的な破損を引き起こしますので、十分

ご注意ください。

図２．１にＭＣＵの挿入方法を示します｡

図２．１ ＭＣＵの挿入方法
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３．仕様

表３．１にＥＦ３８５０Ｆ－４２Ｅの仕様を示します。

表３．１ ＥＦ３８５０Ｆ－４２Ｅ仕様

MCUﾀｲﾌﾟ ﾒﾓﾘﾀｲﾌﾟ MCU ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑﾒﾓﾘｴｱ対応 名

M3850xFx(BOOT) ﾌﾗｯｼｭﾒﾓﾘ M38507F8FP F000H ～ FFFFH

M38517F8FP

M385xxF8(NORMAL) ﾌﾗｯｼｭﾒﾓﾘ M38507F8FP 8000H ～ FFFFH

M38517F8FP

備考 動作クロック：２ＭＨｚ（EF3850F-42E上のセラミック発振子から供給)
電源：ＥＦＰ－Ⅰから供給

本ユニットは以下の環境にてご使用ください。

＜EFP-Ⅰ本体＞

Moniter Version ：Ver.3.00.38 以上

＜ｺﾝﾄﾛｰﾙｿﾌﾄｳｪｱ＞

WinEFP Version ：Ver.1.20.10 以上

EFPMCU32.TBL Version ：Ver.3.02.15 以上

４．ＭＣＵユニットの清掃について

ＭＣＵユニット上のＩＣソケットの接触不良を防止するために使用回数に応じて定期的にＩＣ

ソケット内の接触ピンをブラシ等で清掃ください。

５．Ｅｒａｓｅ（イレーズ）

イレーズコマンド内のＥｒａｓｅ Ｔｙｐｅパラメータでブロック消去および全ブロックの一

括消去が行えます。

イレーズコマンドのパラメータ入力ダイアログを図５．１に示します。

図５．１ イレーズコマンドパラメータ入力ダイアログ

１）Ｅｒａｓｅ Ｔｙｐｅ（イレーズタイプ）

イレーズタイプパラメータ表示領域右側のドロップダウンリスト（下向き矢印をマウ

スでクリックすると表示）内にはＡｌｌ Ｅｒａｓｅおよび各ブロックのアドレス領域

（xxxxxxH～xxxxxxH）が表示されますので消去方法を選択してください。

２）ＯＫボタン

イレーズコマンドを実行します。

３）Ｃａｎｃｅｌボタン
コマンドを中止します。


